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写真８ 上ノ国町勝山館跡（2007 年 5 月 4日） 
写真９ 上ノ国町・道の駅「もんじゅ」 
（2007 年 5 月 4日） 

































写真 10 花見客でにぎわう松前（2007 年 5 月 5日）


























(１) 荻野昌弘編著『文化遺産の社会学』新曜社 2002 年。 






(４) ５月３日、江差の辻旅館に宿泊した。当日は満室で、そのうちの約 10 名にインタビュー





で国道 228 号線が通っている大留地区には４軒の旅館があり、最大収容能力は約 100 名
である（大留地区にはＪＲ上ノ国駅がある）。 
(５) 本書若狭論文のほか、註（２）文献参照。 
 
補注 おはらい町の現状については、経済的動機による町つくりが進みすぎる（例えば、道路
にはみ出して商品を並べる、呼び込みの声が喧しいほどであるなど）との批判がある。これ
では「おはらい町再生」本来の理念（「地域性豊かな町つくり」など）から乖離するだけでは
なく、他の観光地との差別感がなくなり、いずれ観光客に飽きられるのではないかという不
安の声がある。 
なお、浦田駐車場は市営で無料である。もし有料となれば、人の流れは再び内宮に直行す
るものと思われる。また、おはらい町は再生活動開始の時点ですでに往時の姿とはかなり異
なったものとなっていた。このため文化庁が認定する「重要伝統的建造物群保存地区」には
とうていなりえない状況であったが、逆に言えばこのことが「歴史的雰囲気を活かした町づ
くり」を容易にしたのである。この点については改めて詳述したい。 
